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会  社  名：株式会社熊野建設 

発  行  日：2026年7月28日 

活動期間：2025年7月～2026年6月   

－第4版－ 
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実施体制 
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環境経営目標の実績と評価、次年度の取組み内容 
 

環境経営計画の評価 
 

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、 
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1973年8月 佐藤 恒彦「大分ブロック販売施工株式会社」を創業 

1977年7月 株式会社 熊野建設に社名変更  

代表取締役会長に佐藤 恒彦、代表取締役社長に佐藤 俊治が就任 

1981年9月 佐藤 恒彦会長死去 

2004年10月 ISO9001認証取得 

2012年2月 ISO14001及びOHSAS18001（現：ISO45001）認証取得 

2018年8月 大分県土木建築部より建築部門において 

「土木建築部長表彰」を受賞 

2019年6月 大分市より建築部門において「優良建設工事表彰」を受賞  

2023年8月 創立50周年 

2023年10月 新社屋完成 

2023年11月 代表取締役会長に佐藤 俊治、代表取締役社長に佐藤 嘉洋が就任 

2023年11月 エコアクション21認証取得 

 現在に至る 

会社沿革 
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1. 事業者名および代表者名 

 

 

2. 事業所所在地 

 

 

3. 環境管理責任者名および 

担当者連絡先 

 

 

 

 

 

4. 事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

5.   事業規模 

 

 

6. 事業年度 

 

7.  EA21対象範囲 

 

組織概要 

株式会社熊野建設  

代表取締役社長 佐藤嘉洋 

 

本社 〒870-0822 大分県大分市大道町5丁目4番14号 

倉庫 〒870-0899 大分県大分市大字荏隈字庄ノ原1827番 

 

環境管理責任者 代表取締役社長 佐藤嘉洋 

担当者     総務部長 

担当者     総務部 

連絡先  電話 097-545-5480 

     FAX  097-543-7928 

     メール k-kumano@oct-net.ne.jp 

 

特定建設業許可： 大分県知事許可（特-3）第4879号 

建築工事業、大工工事業、左官工事業、とび･土工工事業､石工事業、 

屋根工事業、タイル･れんが･ブロック工事業、鋼構造物工事業､鉄筋工事業、 

板金工事業、ガラス工事業、塗装工事業､防水工事業､内装仕上工事業､ 

熱絶縁工事業､建具工事業､解体工事業 

 

一般建設業許可：大分県知事許可（般-3）第4879号 

土木工事業､舗装工事業､しゆんせつ工事業、水道施設工事業 

 

従業員数：30名 

売上高：249,057万円 (2025年度) 

 

７月～６月 

 

全組織、建築工事業 

mailto:k-kumano@oct-net.ne.jp
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事務局 

総務部部長 

・環境経営に関する統括責任者            

・環境経営に必要な経営資源(人・物・資金)を準備する  

・環境管理責任者の任命                

・環境経営目標及び環境経営活動計画、実施体制を承認する 

・環境経営方針を定める 

・代表者による全体の評価と見直しを実施する 

・環境経営レポートの承認 

 ・環境経営システムの構築、運用、管理に関する責任者        

・環境経営システムの運用、管理状況を代表者に報告する       

・環境関連法規等のとりまとめ表の承認、遵守状況チェック結果の承認 

・各部門の環境経営目標、環境経営活動計画、実施体制の確認と全体調整 

・問題点の是正及び予防処置の承認 

・環境経営レポートの確認 

・環境上の緊急事態の想定及び対応策の承認 

・環境管理責任者の補佐  

・環境関連文書、記録の管理  

・環境経営活動に関する実績のとりまとめ 

・外部環境コミュニケーションに関する窓口 

・環境経営レポートの作成 

・環境経営方針、環境経営目標などの理解と自らの役割を自覚する 

・自主的、積極的に環境経営活動に参加する 

本  社 

代表者 

環境管理責任者 

代表取締役社長 佐藤嘉洋 

倉  庫 

実施体制 

工事現場 

・自部門における環境経営活動及び環境経営活動計画の企画・作成・実施 

・自部門における環境経営活動の実施、目標達成状況を委員会に報告する 

・自部門に必要な手順書などの作成、管理 

・自部門の問題点の発見及び是正、予防処置を実施する 

代 表 者 

  

環境管理責任者 

 

事 務 局 

 

部 門 長 

 

全従業員 
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制定日：2023年2月28日 

更新日：2023年11月1日 

株式会社熊野建設 

代表取締役 佐藤 嘉洋 

環境経営方針 

【基本理念】 

 私たちは、ますます深刻化する地球温暖化への対応や、有限である資源の有効利用が人類共通

の重要課題と考えています。 

建物の建築などの事業活動における環境負荷の低減と地域の環境保全の活動を全社一丸とな

って自主的・積極的に取組みます。 

【行動指針】 

 1.具体的に次の事に取組みます。 

①電力・化石燃料などの消費に伴う二酸化炭素排出量を削減します。 

②使用原材料の省資源、廃棄物の3R（減量、再使用、再生利用）を推進します。 

③水資源を大切にするため節水に努めます。 

④環境に配慮した工事を実施します。 

⑤事業所周辺に清掃活動を推進します。 

 

これらについて環境経営目標、環境経営計画を定め、定期的に見直しを行い、 

環境経営システムの継続的な改善に努めます。 

 

2.環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。 

 

3.この環境経営方針は、全社員に周知するとともに社内外に公表します。 
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環境方

針 

番号 

選択課題 基準年度 

2024年度実績 

2025年度 

目標 

2026年度 

目標 

2027年度 

目標 

1 二酸化炭素排出量 

(CO2排出量) 

41,159 

Kg-CO2 

40,747 

基準年度比 

△1% 

40,335 

基準年度比 

△2% 

39,924 

基準年度比 

△3% 

1-1 電力消費量 

(電気使用量) 

102,762 

kWh 

101,734 

基準年度比 

△1% 

100,707 

基準年度比 

△2% 

99,679 

基準年度比 

△3% 

1-2 ガソリン消費量 

(ガソリン使用量) 

1,600 

ℓ 

1,584 

基準年度比 

△1% 

1,568 

基準年度比 

△2% 

1,552 

基準年度比 

△3% 

1-3 軽油消費量 

(軽油使用量) 

0 

ℓ 

0 

 

0 

 

 

0 

 

2 産業廃棄物排出量 

(建設廃棄物) 

リサイクル率 

99% 

リサイクル率 

95%以上 

リサイクル率 

95%以上 

リサイクル率 

95%以上 

3 水使用量 

 

1,492 

㎥ 

1,477 

基準年度比 

△1% 

1,462 

基準年度比 

△2% 

1,447 

基準年度比 

△3% 

4 環境に配慮した工事 

を実施する 

環境経営計画に

よる実行管理 

 

環境経営計画

による実行管理 

環境経営計画

による実行管理 

環境経営計画

による実行管理 

5 社会貢献への参加 

 

地域の清掃活動や

ボランティア参加 

2回 

地域の清掃活動

やボランティア参加 

2回 

地域の清掃活動

やボランティア参加 

2回 

地域の清掃活動

やボランティア参加 

2回 

各年度の対象期間は、７月～翌年６月 

環境経営目標 

（注記） 

電力のCO2排出係数は、九州電力の2021年度調整後係数0.385㎏- CO2/kWhを使用した。 
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環境方針

番号 

選択課題 基準年度 

2024年度 

2025年度目標 

基準年度比 

△1% 

25年度 

実績 

目標 

達成率 

評価 

 

1 

 

二酸化炭素排出量 

(CO2排出量) Kg-CO2 

本社 21,257 21,044 21,266   

倉庫 13 13 12   

現場 19,889 19,690 12,588   

計 41,159 40,747 33,866 120％ 〇 

1-1 電力消費量 

(電気使用量) kWh 

(太陽光発電使用量を含む) 

本社 51,068 50,557 53,931   

倉庫 35 35 33   

現場 51,659 51,142 32,697   

計 102,762 101,734  86,661 117％ 〇 

1-2 ガソリン消費量 

(ガソリン使用量) ℓ 

本社 1,600 1,584 1,090   

計 1,600 1,584 1,090 145％ 〇 

1-3 軽油消費量 

(軽油使用量) ℓ 

本社 0 0 0   

計 0 0 0 100% 〇 

2 廃棄物排出量 

(廃棄物排出量) 

リサイクル率 % 

現場 99.0 95％以上 97.5   

計 99.0 95％以上 97.5 102％ 〇 

3 水使用量 

㎥ 

本社 793 785 543   

現場 699 692 533   

計 1,492 1,477 1,076 137％ 〇 

4 環境に配慮した工事の実績 実施した 実施する 実施した 100% 〇 

5 社会貢献への参加 実施した 地域の清掃

活動 

実施した 100% 〇 

対象期間：2025年7月～2026年6月        評価基準：〇100%以上 △90%以上100%未満 ×90%未満 

  

環境経営目標の実績と評価、次年度の取組み内容 

今年度は各課題、目標を達成することができた。 

次年度も目標達成に向け、継続して取り組んでいきたい。 

 

評価と次年度の取組について 
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     〇：できた △：改善の余地あり ✕：できなかった 

 

環境方針番

号 

目標課題 具体的な行動(活動) 事務所 現場 

二 

酸 

化 

炭 

素 

排 

出 

量 

削 

減 

 

 

1-1 

 

 

電力消費量削減 

1. 冷暖房設定温度は作業環境に配慮した適切な温度とする 〇 〇 

2. OA機器の退社時電源OFFする 〇 〇 

3. 空調機フィルターの清掃をする 〇 ― 

4. 不必要箇所の照明を消す 〇 〇 

 

 

1-2 

 

 

ガソリン消費量削減 

1.エコドライブの推進 〇 〇 

2. アイドリングストップをする 〇 〇 

3. 急加速急停車をしない 〇 〇 

4. 車内の整理 〇 〇 

2 廃棄物排出量削減 1. 廃棄物の分別を徹底する 〇 〇 

2. リサイクル可能ゴミの確認とその周知を徹底する 〇 〇 

3. マニフェストを適切に管理する 〇 〇 

3 水使用量削減 1.節水シールを貼り意識を喚起する ― 〇 

2. 洗いものはまとめてする 〇 〇 

4 環境に配慮した工事 

を実施する 

1. 環境に配慮した重機・機械を使用する ― 〇 

2. 振動騒音を抑制し近隣からの苦情を発生させない ― 〇 

3. 省エネ商品を積極的に使用する ― 〇 

4. 資材・機材を効率的に配送する ― 〇 

5 社会貢献への参加 1. 本社周辺のごみ拾い活動 〇 ― 

2. 各現場1回以上のゴミ拾い活動 ― 〇 

 

 

 

環境経営計画の評価 
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 関係法令 チェック方法 チェック方法 評価 

1 廃棄物の処理及び清掃に

関する法律 

（廃棄物処理法） 

1 産業廃棄物マニフェスト マニフェスト管理状況確認 〇 

2 廃棄物委託契約書 契約書の内容確認 〇 

3 保管場所表示、保管基準遵守 現場確認 〇 

4 管理票の交付状況定期報告 年間報告提出の確認 〇 

5 収集運搬車への表示およびマニュフェ

スト携帯 

現場確認 〇 

2 建設リサイクル法 1 対象工事に係る分別、再資源化の実

施 

現場確認 〇 

2 対象工事の市町村長への届出、報

告 

届出書、報告書 〇 

3 大気汚染防止法 1 石綿含有建材調査結果の報告  届出書 〇 

4 騒音規制法 1 対象工事における騒音規制 

（特定建設作業） 

現場確認 〇 

5 振動規制法 1 対象工事における騒音規制 

（特定建設作業） 

現場確認 〇 

6 フロン排出抑制法 1 業務用エアコン室外機 

定期点検（1回/3ヵ月） 

点検表 〇 

2 業務用エアコン室外機 

適切な廃棄 

フロン回収書 〇 

7 資源有効利用促進法 

（PCリサイクル法） 

1 PC、周辺機器の適切廃棄 領収書 〇 

8 家電リサイクル法 1 リサイクル料支払い リサイクル券 〇 

2 廃棄時の適正処置 領収書 〇 

9 自動車リサイクル法 

 

1 リサイクル料支払い リサイクル券 〇 

2 廃棄時の適正処置 領収書 〇 

関連法規法令違反はありませんでした。 

また、指摘、訴訟、苦情等もありませんでした。 

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、 

並びに違反、訴訟等の有無 
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会社名 株式会社熊野建設 

見直し実施日 2026年7月21日 

出席者 代表者  佐藤 嘉洋 環境管理責任者  佐藤 嘉洋 

事務局  足立 孝信 

 

環境情報 環境管理責任者の所見 代表者のコメント 

1.環境関連法規等の遵守状況確認結果 特に問題はなかった 継続実施 

2.環境経営目標の達成状況 特に問題はなかった 継続実施 

3.環境経営計画の実施状況 特に問題はなかった 継続実施 

4.問題点の是正、予防の状況 定期的に協議し、対処していく 継続実施 

5.外部からの苦情の有無及び対応結果 苦情は1件もなかった 問題なし 

6.環境上の緊急事態の訓練及び対応結果 特に問題はなかった 継続実施 

7.その他 特に報告事項はなかった 問題なし 

 

見直しの必要性判断と代表者

の指示 

① 環境経営方針 継続する。 

② 環境経営目標 継続する。 

③ 環境経営計画 継続する。 

④ 実施体制 継続する。 

その他の指示 特になし。 

 

 

 

 

 

 

 

代表者による全体の評価と見直しの結果 
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② ペットボトルのフタを回収 

毎年５月１日～９月３０日をクールビズ期間と決め実施してきましたが、 

令和７年５月１日からはノーネクタイの通年実施に変更しました。 

具体的な取組状況 

① 「ノーネクタイ」の通年実施 

回収したフタは大分県建設業協会大分支部で

集めて、それがワクチンに変わります。 

③ 使用済み切手回収 

収集した使用済切手は、大分市ボランティアセンターで 

整理された後、大分県盲人協会「愛のともしび運動」

に寄贈されています。 
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④事業継続力強化計画認定 

 

災害など緊急事態でも事業活動を可能にするBCP対策の一環として、

「事業継続力強化計画」を策定し、経済産業省から認定されました。 

当該「事業継続力強化計画」を実行することにより、防災･減災意識を

高め、有事の際においても事業継続が可能となる組織づくりを行います。 

 

⑤電子マニフェスト導入 

 

電子マニフェストを導入し、産業廃棄物の適正管理を

推進しています。 

ペーパーレス化を図るとともに、処理状況を適切に管理

しています。 

具体的な取組状況 
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毎朝の清掃時に、会社周辺のごみ拾いや草むしりを行い、地域の美化に努めています。 

⑥地域貢献活動 

 

⑦地震防災訓練参加 

具体的な取組状況 

プラスワン訓練として、避難器具の使用方法を確認するとともに

発電機および消火器の確認を実施しました。 


